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報道関係者 各位 

NASA・フェルミガンマ線宇宙望遠鏡日本グループ 

（広島大、早稲田大、ＪＡＸＡ、東工大、東京大、名古屋大） 

 

 

 

 

早稲田大学理工学術院の片岡淳准教授と、広島大・東工大・JAXA の研究グループは、米国 NASA を

はじめとする国際共同研究により、新種の「ガンマ線銀河」を２つ発見しました。ガンマ線は極端に

波長の短い電磁波の一種で、我々の目で見える可視光の約１０億倍の高いエネルギーをもちます。こ

のような高エネルギーで宇宙を観測することはこれまで困難でしたが、昨年６月に打ち上げられたフ

ェルミガンマ線宇宙望遠鏡の活躍で、激動する宇宙の姿が続々と明らかになりつつあります。今回の

「ガンマ線銀河」も、従来よりも数十倍深い全天探査で初めて見えてきた天体です。（※概要は別紙

参照） 

この発見につきましては、下記日程で記者会見を開催して説明いたしますので、是非御参加いただ

くよう宜しくお願いいたします。なお、この成果は“NASA'S FERMI Finds Gamma-ray Galaxy Surprises”

(NASA のフェルミ衛星による、新種ガンマ線銀河の思いがけない発見)として、NASA ウェブサイト(Web 

Feature＝http://www.nasa.gov/mission_pages/GLAST/news/galaxy_surprise.html)に掲載される予

定ですので、報道解禁を日本時間 2009 年 5 月 30 日午前 1 時以降（新聞掲載は 30 日付け朝刊

以降）とさせていただきます。 

 

記者会見日程 

◆日  時：２００９年５月２８日（木） １５：００～１６：００ 

◆場  所：早稲田大学 大隈会館（２０号館）２階 Ｎ２０１号室（※添付地図参照） 

◆発表者 ：早稲田大学理工学術院 片岡淳・准教授 

※このプレスリリースは文部科学省科学記者会、新聞各社社会部・科学部、テレビ各社報道局あてに御案内してお

ります。 

２００９年５月２７日

フェルミガンマ線宇宙望遠鏡が、新種の「ガンマ線銀河」を発見 

１/６ 



 

 

 

【発信元】早稲田大学広報室広報課 担当 木綿                      計６枚 

TEL.03-3202-5454 FAX.03-3202-9435  E-mail:koho@list.waseda.jp   URL:http://www.waseda.jp/ 

早稲田大学広報課 行（ＦＡＸ：０３－３２０２－９４３５） 

 

フェルミガンマ線宇宙望遠鏡が、新種の「ガンマ線銀河」を発見 

 記者会見 
開催日（２００９年５月２８日[木]） 

ご出席連絡ＦＡＸ返信用紙 

【※申込締切 ２００９年５月２８日（木）12:30】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆記者会見会場ご案内図 

早稲田キャンパス 大隈会館（２０号館）２階Ｎ２０１教室【新宿区戸塚町１－１０４】 

 

貴 社 名 ： 

ご 所 属 ： 

お 名 前 ：               同行人数：    （ご本人除く）

電 話 番 号： 

カメラ撮影の有無（○で囲んでください）    有 ・ 無 
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